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１．逓倍器のレベル調整

２．受信送信のレベル
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 22.3Gが充分ドライブが出来ているかの確認は　(ﾃｽﾀｰのﾚﾝｼﾞは×10)
 
 ①LOを入力しない状態で、ﾐｷｻｰのIF端子とｱｰｽ間のRが約100Ωくらい　　（ﾃｽﾀｰによって、差異
あ り）
 ②LOを入力して約10Ω～50Ωに下がればﾀﾞｲｵｰﾄﾞは、正常（充分にﾄﾞﾗｲﾌﾞができている）
 ③ｱﾝﾁﾊﾟﾗﾚﾙなので、ﾃｽﾀｰの向きはどちらでも、OK

 ﾀﾞｰｵｰﾄﾞ
 ｱﾝﾁﾊﾟﾗﾚ

ﾊﾞｲｱｽ調整のVRは不要
ﾀﾞｲｵｰﾄﾞのﾊﾞﾗﾝｽ調整用にRFCを入れた
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